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表紙図版【横浜高台英役館之全図 二代広重（喜斎立祥）師岡屋伊兵衛 明治２（１８６９）年頃】
安政５（１８５８）年の「日米和親条約」により、横浜村は「開港場」として大きく変貌を遂げました。

外国商人向けに雑貨の一部として売られていた「横浜浮世絵」は評判を呼び、横浜の地に絵草紙屋など
を出店する商人が現れます。やがて浮世絵の他、絵地図や英語学習書、よみものなども発行されるよう
になりました。
横浜で早くから出版業に携わった版元に、師岡屋伊兵衛がいます。師岡屋伊兵衛は、神奈川宿の商人

で、姓は吉川、茶暁と号した俳人でもありました。文久元（１８６１）年に弁天通五丁目に書肆錦港堂を開
業し、『御開港横浜正景 YOKOHAMA CHART』などの絵地図、ウェンリートによる『和英商話』な
どの英語手引書、『横浜高台英役館之全図』などの横浜浮世絵を出版しました。弁天通五丁目の店は、慶
応２年の横浜大火で類焼しましたが、元の場所に復興して営業を続けました。
その出版物は当時の横浜の様子や文化の様相を今に伝える貴重な資料となっています。
表紙の『横浜高台英役館之全図』は、慶応３（１８６７）年に山手１２０番に建てられた英国公使館を描いて

います。上部右上には「弁天通五丁目 師岡屋版」と記されています。
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※統計数値は、令和７年３月３１日現在または令和６年度年間の数値です。

※横浜市立図書館では、所蔵する横浜資料を
デジタルアーカイブ「都市横浜の記憶」で公開しています。




